
点検項目 ✓

上昇傾向 大幅な捕獲数増が必要

横ばい傾向 ある程度の捕獲数増が必要

減少・低下傾向 現在の捕獲数で可能

不明 捕獲数を減少させても可能

分からない

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

2
捕獲数の増加が必要と考えられる場合、どのような方策が必要ですか？
（自由記載）

3
減少・低下傾向が見られる場合（局所的な減少も含む）、どのような施
策が有効であったかお答えください。（自由記載）

50％未満（→関連質問１へ） 1
50％未満の場合、比率を高めるためには何が課題ですか、またどのよう
な方策を検討されているかお答えください。（自由記載）

50～60％（→関連質問２へ）

60％以上（→関連質問２へ）

1
最近（３～５年）の生息数、生息密度の動向に
ついてお答えください。
（右の関連質問には全てお答えください。）

ニホンジカの特定計画に関する点検項目の確認、アンケート

このアンケートは、ニホンジカの保護管理に関するレポート（平成24年度版）の「特定鳥獣保護管理計画を策定し、実行するための点検項目と対応方向」で示した「課題点検項目」に基づくものです。
行政担当者が自ら特定計画を点検し、現状の理解を深めるとともに、環境省が全国的な現状を把握し、今後施策を展開する際に参考にさせて頂きます。
主な内容
・個体数の低減
・目標設定と目標の具体化
・管理計画の策定と施策実施
・モニタリング
設問はサブテーマ毎に点検項目（左）と関連質問（右）が対応して記載してあります。
チェックボックスには「クリック」でチェックを入れ、「（）」内および空白セル内には文章で記入してください。

関連質問 回答記入欄

テーマⅠ　個体数の低減が進んでいるか？
サブテーマⅠ－１　捕獲の効果は上がっているのか、またメスの捕獲比率は高い状況か？

1
設定した生息数・密度の低減目標を達成するために、今後の捕獲規模を
どうする必要があるか、お答えください。

その他（　　　　　　　　　　　）

2
総捕獲数に対するメスの捕獲比率についてお答
えください。

2
50％以上の場合、どのような施策が有効であったかお答えください。
（自由記載）
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貢献した

貢献していない

わからない

その他（　　　　　　　　　　　）

貢献した

貢献していない

わからない

その他（　　　　　　　　　　　）

貢献した

貢献していない

わからない

その他（　　　　　　　　　　　）

行われている （　　）猟友会委託

行われていない （　　）特措法に基づく捕獲隊

（　　）自衛のための免許取得者・農林業者
（　　）専門業者
（　　）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

不明

2
許可捕獲による捕獲数を増加、あるいは維持するために現在行っている
施策及び今後必要と考えられる施策についてお答えください。（自由記
載）

かなり捕獲している（→関連質問１へ）

ある程度捕獲している（→関連質問１へ）

あまり捕獲していない（→関連質問２へ） 意欲が継続しない

全く実績が上がっていない（→関連質問２へ） 捕獲に必要な知識・技術が不十分

止め刺しができない

捕獲個体の処理ができない

わな等の器具が不足している

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

許可捕獲の担い手と捕獲実績の実態についての分析・評価についてお答えください。

許可捕獲の担い手、方法、実績に関する分析は
行われていますか？
（右の関連質問には全てお答えください。）

1
許可捕獲における担い手別の捕獲数のおおよその割合（全体を10とした
場合）を記入してください（分からない場合は不明にチェックを入れて
ください。

その他（　　　　　　　　　　　）

自衛のためのわな免許取得者は捕獲の実績を上
げていますか？

1
捕獲実績が上がっている場合、どのような施策が有効であったかお答え
ください。（自由記載）

2

捕獲実績が上がっていない場合、その原因についてあてはまるものをお
答えください。

不明・よく分からない

また、この様な人たちによる捕獲数を増やすためにどのような施策が必
要かお答えください。（自由記載）

サブテーマⅠ－２　捕獲数の確保と増加のために，狩猟の規制緩和措置や担い手の活用状況は？

1

狩猟期間、1日あたり捕獲数などに関する規制緩和措置が有効に機能しているか、以下にお答えく
ださい。

1
これまでどのような緩和措置がとられてきたかお答えください。（自由
記載）捕獲数の増加に貢献していますか？

（右の関連質問には全てお答えください。）

メス捕獲数の増加に貢献していますか？
（右の関連質問には全てお答えください。）

2
現行制度の下で、今後実施可能な緩和措置についてお答えください。
（自由記載）

生息密度の高い地域での捕獲の増加に貢献して
いますか？
（右の関連質問には全てお答えください。）

3
現行制度以外で、今後望まれる緩和措置についてお答えください。（自
由記載）
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把握されている

把握は不十分である

行われている（→関連質問１へ） 1
行われている場合、この様な地域での捕獲や防除体制の概要・特徴をお
答えください。（自由記載）

あまり行われていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

適切である（→関連質問１へ） 1
適切である場合、この様な地域においてどのような施策を行っています
か。（自由記載）

改善が必要である（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

十分に把握している

一応把握している

把握は不十分である

全く把握していない

その他（　　　　　　　　　　　）

管理上の理由から捕獲が制約されている

地形等の理由からアクセスが制限される

その他（　　　　　　　　　　　）

そのような地域はない 2
この様な捕獲が進まない地域で捕獲を推進するために、現在行っている
施策及び今後必要と考えられる施策についてお答えください。（自由記
載）

サブテーマⅠ－４　アクセス困難地域、土地の所有権や管理権などの社会的要因により捕獲が進まない地域があり、個体数増加の供給源になっていないか？

2
捕獲の進まない地域はどんな地域ですか？
（右の関連質問には全てお答えください。）

1
どのような地域で捕獲が進まないか、具体的にお答えください（鳥獣保
護区、自然公園、国有林、自衛隊演習地、別荘地、高標高域など）。
（自由記載）

1 捕獲圧の地域差を把握していますか？

サブテーマⅠ－３　分布周辺や新たな分布拡大地域での対応が遅れていないか？

1

分布周辺・分布拡大地域の状況把握についてお答えください。

分布拡大状況や拡大地域の生息状況は把握され
ていますか？

2
分布周辺部や分布拡大地域における、特定計画
と実施計画の内容は適切ですか？

2
改善が必要である場合、どのような改善が求められているかお答えくだ
さい。（自由記載）

このような地域で、捕獲や被害防除体制の整備
は行われていますか？

2
十分に行われていない場合、その理由と検討している改善策をお答えく
ださい。（自由記載）
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明確である（→関連質問１へ） 1
明確である場合、具体的にどのような目標をたてているかお答えくださ
い。（自由記載）

明確になっていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）
（→関連質問２へ）

明確である（→関連質問１へ） 1 明確である場合、目標の内容とその根拠をお答えください。（自由記
載）

明確になっていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）
（→関連質問２へ）

明確である（→関連質問１へ） 1
明確である場合、どのような根拠に基づくかお答えください（例．生息
数・密度からのシミュレーション、予算、前年度までの実績など）。
（自由記載）

明確になっていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）
（→関連質問２へ）

そうはなっていない（個体数低減に必要な捕
獲数を掲げている）（→関連質問１へ）

1 その目標数は達成され、個体数は低減しているかお答えください。（自由記載）

そうなっている（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

具体化されている（→関連質問１へ） 1

具体化されている場合、どのような形で具体化されているかお答えくだ
さい。特に県と市町村の位置づけ、役割を分かりやすく記入してくださ
い（例．捕獲目標数を割り振っている、鳥獣被害防止特措法の被害防止
計画と調整、など）。（自由記載）

具体化されていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

不確実性・過小推定傾向を考慮している
（→関連質問１へ）

1 考慮している場合、どのような対応をしているかお答えください。（自由記載）

不確実性・過小推定傾向を考慮していない
（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

把握されている（→関連質問１へ）

十分把握されていない

その他（　　　　　　　　　　　）

サブテーマⅡ－４　被害動向の把握が、個体群管理や被害防除施策に生かされているか？

1
被害統計だけではなく、集落単位での被害レベ
ルや被害防除体制の経年的な把握が行われてい
ますか？

1
把握されている場合、どのような内容を調査しているかお答えくださ
い。（自由記載）

サブテーマⅡ－３　個体数推定の不確実性と過少推定傾向を考慮しているか？

1
個体数推定値の不確実性と過小推定傾向に配慮
した計画となっていますか？

2
考慮していない場合、どのような問題があるかについてお答えくださ
い。（自由記載）

サブテーマⅡ－２　総数としての捕獲目標はあっても、年度別や地域別に実施計画が具体化されているか？

1
特定計画および実施計画が、年度ごと、地域ご
とに具体化されていますか？

2
具体化されていない場合、なぜ具体化されていないのか理由をお答えく
ださい。また、計画の実行上どのような問題があるかなどについて記入
してください。（自由記載）

2
個体数低減に必要な捕獲数目標ではなく、実行
可能性を優先的に考慮した捕獲目標数となって
いませんか？ 2

そうなっている場合、なぜそのような目標をたてているか理由をお答え
ください。（自由記載）

テーマⅡ　特定計画における目標設定と目標の具体化は適切か？

1

それぞれの目標は明確ですか？

被害や生態系影響の軽減目標は明確ですか？
2
明確にしていない、あるいはできない場合、その理由についてお答えく
ださい。（自由記載）

めざす密度や個体数の目標は明確ですか？
2
明確でない、あるいはその他の場合、その理由についてお答えくださ
い。（自由記載）

上記の目標を達成するための毎年の目標数設定
は明確ですか？

2
明確でない、あるいはその他の場合、その理由についてお答えくださ
い。（自由記載）

サブテーマⅡ－１　被害や生態系影響をある水準に止めることが目的であり、密度や個体数の目標はその目安、捕獲数目標はそれを達成する作業上の目標、といったことが正しく認識されているか？
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検討評価が十分に行われている

検討評価は不十分だが行われている

検討評価はあまり行われていない

検討評価は全く行われていない

その他（　　　　　　　　　　　）

十分に改善された計画となっている
（→関連質問１へ）

ある程度改善された計画となっている
（→関連質問１へ）

あまり改善された計画となっていない
（→関連質問２へ）

ほとんど改善されていない
（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

十分機能している

ある程度機能している

あまり機能していない（→関連質問１へ）

ほとんど機能していない（→関連質問１へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

作られている（→関連質問１へ） 県

市町村

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

作られていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

具体化されている

一部は具体化されている

具体化されていない

その他（　　　　　　　　　　　）

実施計画は年度ごと，地域ごとに具体化されて
いますか？

2

特定計画を支える実施計画についてお答えください。

特定計画のもとに具体的な実施計画が作られて
いますか？

1 作られている場合、誰が策定していますか。
一部では作られている（→関連質問１へ）

2
作られていない場合、その理由および実施計画がないことによる問題点
があるかお答えください。（自由記載）

テーマⅢ　科学性と計画性を持った管理計画の策定と施策実施が十分に行われているか？
サブテーマⅢ－１　計画策定が行政的なルーチン作業化していないか？

実施結果の科学的な評価、問題点の明確化とその改善についてお答えください。

1

モニタリング結果の科学的な評価が十分に行わ
れていますか？
（右の関連質問には全てお答えください。）

1
モニタリング結果の分析作業者や、分析・評価の作業に直接関与してい
る専門家など、いわゆる検討会とは別に分析結果を議論し評価する作業
グループがありますか、具体的にお答えください。（自由記載）

前期計画の問題点や課題が明らかにされ、今の
計画にその解決や改善が盛り込まれています
か？

順応的管理におけるPDCAは十分に機能してい
ますか？

1
機能していない場合、どのような点が機能していないのかお答えくださ
い。（自由記載）

1
改善されている場合、前期計画に主にどのような問題点があり、どのよ
うに改善したかをお答えください。（自由記載）

2
改善されていない場合、問題点や課題がなかったのか、あるいは改善で
きなかったのかお答えください。（自由記載）
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連携している（→関連質問１へ） 1
連携している場合は、どのような事項についてどのような形の連携が取
られているかお答えください。２つの計画における捕獲目標の関係につ
いて記載してください。（自由記載）

十分連携できていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

連携している（→関連質問１へ） 1
連携が行われている場合、どの項目（調査、捕獲作業など）に関してど
のように連携がとられているかお答えください。また、連携のための仕
組みについて記載してください。（自由記載）

十分連携できていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

連携している（→関連質問１へ） 1
連携が行われている場合、どの項目（調査、捕獲作業など）に関してど
のように連携がとられているかお答えください。連携のための仕組みに
ついて記載してください。（自由記載）

十分連携できていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

進んでいる（→関連質問１へ） 1
進んでいる場合、どのような担い手育成のための施策が有効であったか
お答えください。（自由記載）

あまり進んでいない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

十分に行っている（→関連質問１へ） 1
十分に行っている場合、どのような分析を行い、その結果をどのように
活用しているかお答えください。（自由記載）

不十分である（→関連質問２へ）

分析は行っていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

2
把握や分析が不十分および行っていない場合、今後の課題をお答えくだ
さい。（自由記載）

担い手（捕獲者、地域のコーディネーター、計
画立案と執行など）の確保と育成は進んでいま
すか？ 2 進んでいない場合、その理由をお答えください。（自由記載）

2

捕獲数の増加と捕獲効率の向上を図るため、捕
獲の実態（技術・手法の運用状況、捕獲作業の
システム、捕獲効率、捕獲数の中で占める手法
別の比率など）を把握し、分析していますか？

3
都府県間の広域保護管理の連携は進んでいます
か？

2
連携が行われていない場合、生じている問題と改善のための課題につい
てお答えください。（自由記載）

サブテーマⅢ－３　人材育成と新たな技術の導入・普及は効果を上げているか？

1

2
国有林等の大規模な土地の管理者との連携は十
分に行われていますか？

2
連携が行われていない場合、生じている問題と改善のための課題につい
てお答えください。（自由記載）

1
個体群コントロールに関して、鳥獣被害防止措
置法に基づく市町村の被害防止計画が、特定計
画の実施計画と連携していますか？

2
連携が不十分な場合、連携が取られていない理由およびそこから生じる
問題点についてお答えください。（自由記載）

サブテーマⅢ－２　行政機関、行政の部局間、地域間の連携と調整は取られているか？
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分布　（順位：　　　）

生息数（密度）　（順位：　　　）

生息密度指標　（順位：　　　）

農林業被害　　（順位：　　　）

生態系影響　　（順位：　　　）

捕獲状況　　　（順位：　　　）

捕獲個体分析（齢構成）　（順位：　　　）

捕獲個体分析（妊娠状況）　（順位：　　　）

捕獲個体分析（食性）　（順位：　　　）

その他（　　　　　　　　　　）（順位：　　　）

十分に行われていない（→関連質問２へ）

ほとんど行っていない（→関連質問２へ）

その他（　　　　　　　　　　　）

テーマⅣ　データの必要性と優先度を考慮した適切なモニタリングが実施されているか？
サブテーマⅣ－１　必要なモニタリングが実施され、その結果が活用されているか？

1
保護管理に必要なモニタリング項目の優先度が
検討され、効率的、効果的なモニタリングが行
われていますか？

行われている（→関連質問１へ）

2
行われていない場合、どのような改善が必要かお答えください。（自由
記載）

1
優先度が高いと認識されているモニタリング項目と優先順位をお答えく
ださい。（複数回答可）
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